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業績予想及び配当予想の修正並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 26 年３月期において特別損失を計上する見込みとなりましたため、その概要をお知らせ

いたしますとともに、最近の業績の動向等をふまえ、平成25年10月29日に公表いたしました平成26年

３月期の通期連結業績予想及び配当予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

(1) 平成26年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 88,614 2,871 3,004 1,689 33円 92銭 

今回修正予想（Ｂ） 104,003 4,061 4,005 1,812  36円 38銭 

増減額  （Ｂ－Ａ） 15,389 1,189 1,001 122 ― 

増減率    （％） 17.4 41.4 33.3 7.3 ― 

（ご参考）前期実績 
（平成25年３月期） 

85,866 1,808 1,737 1,054 20円 87銭 

 （注）平成 26 年３月期の第１四半期連結会計期間において表示方法の変更を行ったため、前期（平成 25

年３月期）実績の売上高及び営業利益について組替えを行っております。 

 

(2) 修正の理由 

   主力事業であるパソコン関連事業において、マイクロソフト社の OS（オペレーティングシステム）

「Windows XP」のサポート終了に伴う買い替え需要、並びに、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要

の双方を効果的に取り込むことに成功したこと、また、グループ各社が引き続き販管費の抑制に努め

たことや、より利益率の高い高価格帯製品の販売が増加したこと等により、売上高及び各利益がそれ

ぞれ前回発表予想数値を上回り、各利益においては過去最高益を達成する見込みとなりました。 

 



２．配当予想の修正 

 (1) 修正の内容 

 

(2) 修正の理由 

   当社は、経営成績に応じた業績成果配分型の配当を基本方針とし、平成26年３月期における１株当

たりの期末配当予想金額について、5 円 09 銭（連結当期純利益ベースでの配当性向 15％）と予想し

ておりましたが、通期連結業績予想数値の上方修正に伴い5円46銭に修正いたします。 

 

３．特別損失の計上 

当社連結子会社に係るのれんについて、回収可能性を慎重に検討のうえ、財務の健全性の観点から平成

26年３月期において所定の減損処理を行う方針であります。現時点で当該のれんの減損損失は 637百万円

を見込んでおります。 

また、上記に加え、当社及び当社連結子会社が保有する複数の固定資産（土地・建物・設備等の有形固定

資産）の減損損失、その他特別損失を合計し、1,004百万円の特別損失を計上する見込みであります。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 １株あたり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

前回予想 ― 5円 09銭 5円 09銭 

今回修正予想 ― 5円 46銭 5円 46銭 

当期実績 0円 00銭 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 25年３月期） 
0円 00銭 3円 26銭 3円 26銭 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成されており、実際の業績等は様々な要因により異な

る可能性があります。 

 


